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「日本で最も美しい村」連合への加盟を一緒に考えましょう

もくじ

■「日本で最も美しい村」連合

■上下水道料金の改定について

■春の全国火災予防運動

■くらしの情報

■行政情報

■保健・福祉の掲示板

■くらしのガイド

■はらむらとぴっくす

■はじめましてもうすぐ２才です

●表紙写真／「農閑期に健康づくり」
　社会福祉協議会では、各地区公民館等で「有
酸素運動と脳トレーニング」を行っています。五
味勇吉さんを講師に、血流を良くしたり、筋力を
つける運動等を行い、農閑期の健康づくりを呼
びかけています。
　取材に伺った払沢公民館では、参加した皆さ
んが熱心にトレーニングを行っていました。
　なお、今後、中新田区、南原区等での開催を
予定しています。詳しくは、6ページをご覧くだ
さい。

■人の動き
・人口 7,877人 （＋3） 　 　
・男 3,918人 （＋5） 　 　
・女 3,959人 （－2）　　  
・世帯数  3,040世帯 （±0） 　　 
・転入  21
・転出  18
・出生  4
・死亡  4

平成26年1月末現在。
（　）内は前月比。
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Part.2

　

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
（
以
下
「
連
合
」
と
表
記
）
は
、
小
さ
く
て
も
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を

持
つ
町
や
村
が
誇
り
を
持
ち
、
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
、
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展
開

す
る
事
で
地
域
の
活
性
化
や
自
立
を
推
進
す
る
こ
と
、
景
観
、
環
境
及
び
文
化
を
守
り
活
用
す
る
事
で
観
光

的
な
価
値
を
高
め
、
地
域
経
済
の
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

原
村
で
は
、
昨
年
９
月
19
日
に
開
か
れ
た
原
村
議
会
全
員
協
議
会
の
中
で
、
連
合
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
、
加
盟
を
目
指
す
方
向
で
検
討
し
て
い
く
事
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
連
合
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
「
広
報
は
ら
」
11
月
号
で
、
連

合
の
活
動
目
的
や
加
盟
条
件
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
２
弾
と
し
て
、
連
合
に
加
盟
し

て
い
る
南
木
曽
町
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ
の
加
盟
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

平成２５年度景観写真コンクール（原村）応募作品「稲の山と蓼科山」

　

南
木
曽
町
は
、連
合
の
景
観
の
部
門

に
、国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る「
妻
籠
宿
」、国

の
重
要
文
化
財
の「
桃
介
橋
」、歴
史
の
道

「
与
川
道
」と
里
山
景
観
の
３
つ
を
申
請

し
、平
成
20
年
10
月
に
連
合
に
加
盟
し
て

い
ま
す
。

　
「
妻
籠
宿
」は
、中
山
道
と
伊
那
街
道

が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
古
く
か

ら
賑
わ
っ
て
き
た
宿
場
町
で
す
。

　

保
存
の
た
め
の
住
民
活
動
が
宿
場
町

の
中
で
は
、い
ち
早
く
立
ち
上
が
り
、ふ
る

さ
と
・
町
並
み
は
自
分
達
で
守
る
と
い
う

意
識
の
も
と
公
益
財
団
法
人「
妻
籠
を
愛

す
る
会
」に
よ

る
保
存
活
動

が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。ま

た
、昭
和
48
年

に
は
、「
妻
籠

宿
保
存
条
例
」

を
制
定
し
、町

と
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
保

存
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
「
桃
介
橋
」は
、福
沢
諭
吉
の
娘
婿
の

福
沢
桃
介
が
、読
書
発
電
所
建
設
の
た
め

の
資
材
運
搬
路
と
し
て
大
正
11
年
に
建

設
し
た
国
内
最
大
級
の
木
造
吊
り
橋
で

　
「
与
川
道
」は
、木
曽
川
の
氾
濫
等
で

中
山
道
が
不
通
と
な
っ
た
と
き
の
迂
回

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
道
で
す
。周

辺
の
水
田
や
畑
な
ど
が
、住
民
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
お
り
、良
好

な
山
村
の
景
観
が
残
さ
れ
て
い
る
地
区

で
す
。

　

与
川
道
を
含
む
中
山
道
は
、国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
保
全
整
備
は

教
育
委
員
会
が
所
管
し
て
い
ま
す
が
、地

域
住
民
も
道
周
辺
の
草
刈
り
や
倒
木
処

理
な
ど
、道
の
保
全
と
景
観
維
持
の
取
り

組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

南
木
曽
町
で
は
、こ
の
他
に
も
美
し
い

景
観
や
環
境
、

文
化
・
伝
統
を

守
り
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め

に
、
住
民
と
行

政
が
協
働
し
て

様
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

景
観
・
環
境
面
で
は
、美
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
制
定
や
地
域
住
民
に
よ

る
景
観
美
化
の
た
め
の
花
木
の
植
栽
、ポ

イ
捨
て
監
視
員
に
よ
る
道
路
周
辺
の
巡

視
な
ど
、環
境
美
化
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

文
化
・
伝
統
面
で
は
、「
田
立
歌
舞

伎
」や「
花
馬
祭
」等
、町
内
各
地
に
残
る

無
形
文
化
財
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
、

地
域
住
民
の
郷
土
へ
の
愛
着
を
強
め
る

た
め
、
伝
統

芸
能
の
実
演

及
び
講
習
会

な
ど
を
開
催

し
て
い
ま

す
。ま
た
、町

民
の
伝
統
芸

能
に
対
す
る

理
解
を
深
め

後
継
者
の
育

成
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、妻
籠
宿
を
訪
れ
る
多
く

の
外
国
人
観
光
客
に
正
し
い
英
語
、中
国

語
な
ど
で
挨
拶
、説
明
、ガ
イ
ド
が
で
き

る
住
民
を
増
や
す
た
め
の
、語
学
、地
域

の
文
化
、観
光
資
源
の
勉
強
会
及
び
検
定

も
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
内
の
民

宿
、土
産
屋
、食
堂
等
の
顧
客
満
足
度
を

向
上
す
る
た
め
、接
客
マ
ナ
ー
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
南
木
曽
町
で
は
住
民
と

行
政
が
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
景
観
、環
境

と
文
化
・
伝
統
を
守
り
、美
し
い
村
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

す
。
こ
の
橋

は
、廃
橋
寸
前

に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、住
民

か
ら
保
存
・
活

用
の
声
が
多

く
あ
り
、近
代

化
遺
産
と
し

て
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

　

桃
介
橋
が

架
か
る
河
川

公
園
等
の
管
理
に
は
、指
定
管
理
者
と
し

て
地
域
住
民
組
織
の「
桃
介
橋
河
川
公
園

組
合
」が
、町
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
、草
刈
り
や
樹
木
の
植
栽
な
ど

の
環
境
整
備
作
業
を
実
施
し
、橋
に
隣
接

す
る
福
沢
桃
介
の
別
荘
な
ど
と
共
に
美

し
い
景
観
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
道

は
、江
戸
時
代

の
江
戸
・
日
本

橋
を
起
点
と

す
る
５
つ
の
陸

上
交
通
路
、五

街
道
の
一
つ
と

し
て
、江
戸
か

ら
京
都
ま
で

を
結
ぶ
重
要
な
街
道
で
し
た
。

問　

総
務
課
企
画
係　

電
話
79
ー
７
９
４
２

妻籠宿

与川道と里山の景観

花馬祭

田立歌舞伎

桃介橋
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春の全国火災予防運動 上下水道料金の改定について

『消すまでは　心の警報　ONのまま』
平成２５年度全国統一防火標語

期間　３月１日（土）～３月７日（金）

春の全国火災予防運動

問
消
防
署
予
防
係

　
☎
79
‐
2
4
4
2
（
直
通
）

　
春
先
は
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す

　

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
非
常
に

乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
又
、
火
災
が
発
生
す
る

と
強
い
季
節
風
に
よ
り
大
火
事
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

暖
房
器
具
を
使
う
機
会
も
ま
だ

多
く
、
誤
っ
た
使
用
を
し
た
結
果

火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
火
気
の
使
用
、
又
は
火

の
出
る
恐
れ
の
あ
る
物
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
原
村
の
火
災
原
因
の
第
1
位

は
「
た
き
火
の
不
始
末
」
で

す
!

　

火
災
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次

の
注
意
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
防
火
、

い
の
ち
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設

　
置
し
ま
し
た
か
？

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の

約
６
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
切
り
札
は
住

宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。
寝
室
と

台
所
、
ま
た
上
階
に
寝
室
が
あ
る

場
合
は
階
段
室
に
設
置
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
火
災
は
ど
こ
で
起

き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
リ
ビ
ン

グ
等
、
様
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

設
置
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
所
、
村
内
の
７
割
以
上
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

◆
改
定
料
金
の
請
求
時
期

　

平
成
26
年
３
月
分
の
使
用
量
を
含
む
５

月
の
料
金
請
求
分（
３
月
・
４
月
分
）は
、改

定
前
の
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。改
定
後

の
料
金
は
７
月
請
求
分（
５
月
・
６
月
分
）

か
ら
適
用
し
ま
す
。た
だ
し
、新
築
、転
居

な
ど
で
平
成
26
年
４
月
か
ら
水
道
を
使
用

す
る
場
合
は
、４
月
使
用
分
も
改
定
後
の

料
金
を
適
用
し
ま
す
。

　

１
年
ご
と
に
請
求
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

別
荘
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
４
月
分
か
ら

平
成
27
年
３
月
分
ま
で
の
料
金
の
請
求
と

な
る
５
月
請
求
分
か
ら
改
定
後
の
料
金
を

適
用
し
ま
す
。

上
下
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

◆
水
道
料
金
の
改
定

　

消
費
税
率
改
定
に
よ
る
現
行
の
５
㌫
か

ら
８
㌫
へ
の
改
定
と
、金
額
の
端
数
処
理
の

変
更
に
よ
る
現
行
の
10
円
未
満
切
捨
て
か
ら

１
円
未
満
切
捨
て
へ
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、加
入
金
、特
別
水
道
料
金
、水

道
メ
ー
タ
ー
の
販
売
価
格
等
の
消
費
税
の

税
率
が
５
㌫
か
ら
８
㌫
と
な
り
ま
す
。

◆
下
水
道
料
金
の
改
定

① 

料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　

下
水
道
料
金
は
、消
費
税
率
改
定
と
、原

村
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
の
た
め
平

均
で
８
．６
４
㌫
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、水
道
料
金
と
同
じ
く
金
額
の
端

数
処
理
が
、現
行
の
10
円
未
満
切
捨
て
か

ら
１
円
未
満
切
捨
て
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
改
定
に
よ
り
、一
般
的
な
世
帯
で

は
、現
行
料
金
で
１
定
期（
２
か
月
分
）あ

た
り
の
平
均
使
用
料
４
，６
４
９
円
が
、改

定
後
の
料
金
で
は
、５
，０
３
４
円
と
な

り
、金
額
で
３
８
５
円
、率
で
８
．２
８
㌫

の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

② 
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て

　

下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、８
㌫
以
上
の

大
幅
な
料
金
改
定
に
な
る
た
め
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
対
し
て
１
年
間
の
激
変
緩
和

措
置
が
あ
り
ま
す
。こ
の
措
置
で
は
、基
本

料
金
の
改
定
が
従
来
の
８
㌫
で
は
な
く
、３

㌫
と
な
り
ま
す
。こ
の
改
定
で
は
、一
般
的

■下水道の新料金表

基本料金

現　行 改定後 改定率

超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
）

１０㎥まで

１０㎥～２０㎥まで

２０㎥～３０㎥まで

４０㎥～５０㎥まで

５０㎥～１００㎥まで

１００㎥～３００㎥まで

３０㎥～４０㎥まで

３００㎥超

　
　

★ 

注 

意 

事 

項 

★

○
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
発

　

生
し
や
す
い
所
で
た
き
火
を

　

し
な
い
。

○
た
き
火
を
す
る
際
は
、
水
や

　

消
火
器
等
の
消
防
用
具
を
用

　

意
し
て
お
く
。

○
た
き
火
等
を
行
う
時
は
、
そ

　

の
場
を
離
れ
ず
、
終
わ
っ
た

　

後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

○
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た

　

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

置
済
み
と
い
う
結
果
が
で
ま
し

た
。
年
々
設
置
率
は
上
が
っ
て
い

る
も
の
の
、
10
割
に
は
達
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

家
庭
は
、
す
ぐ
に
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

　

原
消
防
署
で
は
、各
事
業
所
が

行
う
自
衛
消
防
訓
練
の
指
導
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
、各
事
業
所
等
で
、訓

練
・
研
修
会
等
を
実
施
す
る
際
に
、

消
防
職
員
の
派
遣
を
希
望
す
る
場

合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
消
防
訓
練
実
施
通
知
書
を

原
消
防
署
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

1,610円70銭

166円95銭

181円65銭

195円30銭

208円95銭

216円30銭

1,738円80銭

181円44銭

199円80銭

217円08銭

210円60銭

205円20銭

237円60銭

232円20銭

8％

11％

10％

9％

10％

※現行の料金は10円未満切捨て、改定後の料金は1円未満切捨てです。
※激変緩和措置は、改定後の基本料金（通常1,738円80銭、改定率8％）が、1,656
　円72銭、改定率３％となります。

問
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　
☎
79
‐
7
9
4
3
（
直
通
）

な
世
帯
で
お
よ
そ
現
行
平
均
使
用
料
４
，

６
４
９
円
か
ら
改
定
後
の
料
金
で
は
、４
，

８
７
０
円
と
な
り
、金
額
で
２
２
１
円
、率

で
４
．７
５
㌫
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

請求月

別　荘

4月から
使用

通　常

使用月

７月5月

3月 6月5月4月

前 後後前

後後後

前
（注1）

4月～H27年3月分を改
定後の料金で5月に請求

○前：改定前料金　後：改定後料金
注１：別荘のH26年3月分は、H25年5月に
　　  請求済みです。

消
費
税
率
改
正
等
に
伴
い
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

一
般
的
な
ご
家
庭
で
は
、
平
成
26
年
７
月
の
料
金
請
求
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
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